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港区で発祥した物や事柄を紹介するシリーズの第2回目。テーマは「ラジオ放送」です。舞台は緑豊かな愛宕山。この場所

に、今から約80年前、日本で最初の放送局が建っていました。生まれたてのラジオ放送はどんなものだったのでしょう。

 

放送放送放送放送のはじまりとのはじまりとのはじまりとのはじまりと愛宕山愛宕山愛宕山愛宕山

「JOAK、JOAK、こちらは東京放送局であります」。大正14年3月22日、この第一声で、日本のラジオ放送の歴史がはじま

りました。アメリカで世界初の放送局が設立されてから、わずか5年後のことです。日本初のラジオ放送を届けたのは「東

京放送局」。現在のNHK、日本放送協会の前身です。当初は、芝浦の東京高等工芸学校内の仮スタジオから、マイク１本

で放送を行っていたそうです。

同年7月12日に愛宕山の本放送局が始動します。ラジオの放送拠点に愛宕山が選ばれた大きな理由は海抜約26メートル

の高さでした。当時の放送は出力が弱かったため、高い場所から少しでも遠くに電波を届けたいという関係者たちの切な

る願いが込められていたのです。当時の職員や番組出演者は放送局のことを親しみをこめて「ヤマ」と呼んでいたそうで

す。

この年、東京に続き大阪と名古屋でも放送局が開局して、本格的にラジオの時代がはじまります。

 
▲愛宕山の放送局。45メートルの鉄塔が街に放

送を届けました。

 
▲さぐり式鉱石ラジオ。放送開始当初、聴者の７

割がこれを使用。レシーバ付で約15円。 

（当時の大卒初任給：65円～75円）

 
▲スーパーへテロダインラジ

オ。アメリカ製の高級品で約

1000円。

当当当当時時時時ののののラジオラジオラジオラジオ番組番組番組番組



東京放送局では開局当初からさまざまな番組が放送されていました。当時

の番組表によると、ニュース、天気予報、音楽演奏、落語、それに料理や英

語などの講座まであったようです。

また、ラジオならではの芸術形式を創ろうとする試みから「ラジオドラマ」が生

まれました。本放送が開始してすぐ、日本で最初のラジオドラマ「大尉の娘」

が放送されます。続く8月にイギリスの名作「炭坑の中」の日本版が登場。

「電灯を消してお聴きください」の台詞から始まるこの物語は、爆発などの効

果音を使ったラジオならではのスリリングな演出で、大好評となったそうで

す。放送開始の翌年に東京放送局が行った人気番組調査では、ラジオドラ

マが落語と並んで一位に輝いています。

 
▲ラジオドラマ「お坊ちゃん」（大正15年）スタジオ

風景

一一一一挙挙挙挙にににに広広広広がるがるがるがるラジオラジオラジオラジオ放送放送放送放送

放送開始当初、ラジオを聴くには届け出と月額１円の聴料が必要でした（当時は米10

キログラムが約3円の時代）。それにもかかわらず放送開始時の加入数は3500件、7ヵ

月後には一挙に10万件まで増え、人々がラジオに大きな関心を寄せていた様子がうか

がえます。

放送開始から2年後の昭和2年には甲子園球場から日本初のスポーツ中継が届けられ

ました。また翌年にはお馴染みの「ラジオ体操」が登場し、全国に広まります。テレビが

登場するまでの約30年間、ラジオは人々の生活に欠かせないメディアとして情報を発

信し続けました。

愛宕山の東京放送局は、開局後14年間にわたって数々の番組を放送し、昭和14年に

内幸町に移転してその幕を閉じました。放送局跡地には「NHK放送博物館」が建てら

れ、現在もラジオが生まれた時代の貴重な資料を一般公開しています。放送の歴史に

興味を持った方はぜひ一度「放送のふるさと」愛宕山に足を運んでみてください。

※写真はすべて「NHK放送博物館」の展示物です。

AM局局局局

[1] TBSラジオ 954kHz

[2] 文化放送 1134kHz

[3] ラジオ日本 1422kHz

FM局局局局

[4] J-WAVE 81.3MHz

[5] InterFM 76.1MHz

短波放送短波放送短波放送短波放送

[6] ラジオNIKKEI 

第1放送： 3.925MHz

6.055MHz

9.595MHz

第2放送： 3.945MHz

6.115MHz

9.760MHz

 
▲自動制御時計。昭和8年、東京放

送局は世界で最初に「時報」を自動

化しました。

 
▲放送開始当時の番組表。ラジオ

受信機の販促ポスターとして電気店

に貼られました。



ラジオやテレビの発展を歴代の機器や写真資料とともに展示する放送専門

のミュージアム。NHKがこれまで放送してきた番組を検索し、視聴できる番

組ライブラリーも一般公開されています。

住所住所住所住所・・・・TEL：：：： 港区愛宕2-1-1 TEL：03-5400-6900

開館時間開館時間開館時間開館時間：：：： 9:30～16:30

休館日休館日休館日休館日：：：： 月曜（祝休日の場合は翌日）・年末年始

入場料入場料入場料入場料：：：： 無料

最寄最寄最寄最寄りりりり駅駅駅駅：：：： JR新橋駅、東京メトロ日比谷線神谷町駅、 

銀座線虎ノ門駅、都営三田線御成門駅

 ※詳細は下記URLをご参照ください 

http://www.nhk.or.jp/museum/

全国各地のNHK放送局によるご当地番組を公開するほか、各地域な

らではの観光・特産品の紹介コーナーもあります。 

展示展示展示展示スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール

1・2月：金沢・鹿児島

3・4月：甲府・仙台

 

 
▲テレビカメラの操作ができる体験コーナー。

 
▲歴代の放送機器を間近に見られま

す。

 
▲人気番組「ひょっこりひょうたん島」のキャラク

ターたちに遭遇。

 

▲このページのトップへ

｜個人情報保護について [PDF]｜
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